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現代表記30年の経緯
武 部 良 明
1問 題のと らえ方目
現代語 の表記 につ いては・ 旧表記 ・現代表記 とい う分 け方 が行 われ てい
る。・しか し・それぞれ は・必ず しも固定 した内容 を持 っているわけではな
いのである。
ここで取 り上 げるのは,こ の うちの現代表記 のほ うであるが,こ れ も,
過去30年 にわた って少 しずつ整 え られ てきたものである。そ の出 発 点 と
なったのが,昭21・11・16に内 閣訓 令 ・告示 となった 「当用漢字表」 と
「現代かなづかい」で ある。 しか し,そ の ときの現代表記 と,30年後 の現
在の現代表記 との間 には,そ の内容において,い ろいろの異 同が見 られ る
のである己 それ ばか りでな く,そ れぞれの時期において も,.いろいろのゆ
れが見 られ るのであるo
そ こで,こ の小論 では,現 代表記 を構 成す るそれぞれの規範 が どの よう
な内容 を持 っているか とともに,そ れぞれが どのよ うに関連 しているか を
明 らかに したい と思 う。 これに よって,現 代 表 記30年 の経 緯 を明 らかに
したい とい うわけであ る。
2現 代表記 の出発点
昭21./1.16に「当用 漢字表」 と 「現代か なづか い」 が内閣訓令 ・告示
となった。 これが現 代表記の出発点 である。
2-1当 用漢字表(昭2L11・16,内閣訓令 ・告示)
まず,「当用漢字表 」で あるが,こ れ は,昭2Li1,5の 国語審議会答 申
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に基づ くものである。 その内 容は現代表記 に用 いる漢 字 の字 種 として,
1850字を掲 げた ものである。この揚合,こ こに掲 げ られ た1850字にっ い
ては,こ れ を表内漢字 または表内字 とい う。また,こ こに掲 げ られなか っ
た漢字 につ いては,表 外漢宇 または表外字 とい う。 「当用漢字表」 の趣 旨
は,現 代語.を漢字仮名交 じり文で書 き表す場合 に使用 す る漢字の字種 を,
表内漢字 に制 限 しよ うとした ものである。目・
ところで,告 示 としての 「当用漢字表」 は,表 内漢字 の一覧表 と,「使
用上 の注意事項」 とか ら成 り立 っている。 そ うして,こ の 「徒用上 の注意
事項」 とい うのが,現 代表記 における漢字 の用 い方 につき,そ の基本方針
を示 した部 分 である。 それは,大 き く分 けて二つ のこ とを取 り上 げてい
る.rつ は,表 内漢字で書 き表せない揚合 の処置 であ り,も う一 つは,表
内漢字で書 き表せ るもの も含 め,積 極的 に仮名書 きに改 める語 の範囲 につ
いてである。
まず,表 内漢字 で書 けない揚合 の処 置 であるが,こ れ については,「別
の こ とばにか える」か 「かな書 きにす る」 とな って いる己 これ を具体的 に
示す と,次 の よ うにな る。
(1)書 き換 え
(ア)同 音 の表 内漢 宇に書 き換 える(聯 合→連合 交叉→交差)D
(イ)同 訓 の表 内漢 宇に書き換 える(畠 →畑 蒙 る→被 る)
(2)交 ぜ書 き
(ア)表 外漢字 の部分 を平仮名で書 く(改 窟→ 改 ざん 褐色→
か っ色 宛名→ あて名 近 頃→ 近 ごろ)
(イ〉 表外漢字 の部分 を片仮名 で書 く(冶 金→ ヤ金 砒素→ ヒ素






(ア)目全体を平仮名で書 く(挨拶→ あいさつ 遡る→ さかのぼる)
(イ)全体 を片仮名で書 く(燐→ レン 徽→カビ)
(4)言 い換 え










(ア)代 名詞(こ れ それ)〔 イ)'副 詞(か な り よほ ど〉
(ウ)接 続詞(し か し したが って〉(エ)感 動詞(あ あ ええ)
(オ)助 動詞(た い ごとし)(カ)助 詞(ま で よ り)
(2)外 国語 に由来 する もの
(ア)外 国 の地名(パ リ スイス)(イ)外 国の人名(ワ シ ン トン
ナポレォ ン)(ウ)外 来語(ガ ラス ビール)
(3)動 植物の名称
(ア〉 動物の名称(ねこ つる)(イ)植 物の名称(ひのき ばら)
(4)あ て字 ・熟 字訓
(ア).あて宇(素 敵→す てき 生憎→ あいに く)
2)官 庁の用語 ・用宇を易しくするためにまとめられたのが,昭2LIZ9,内 閣
通達 「公文用語の手びき」である。これには 「送 りがなのつけ方」「くぎり符号の
用い方」「口語化用例集」なども含まれている。なお,特 に法令用語については昭
29.11.25,内閣法制局通知 「法令用語改正要領」炉あるが,これは昭29・3・15,国語




(イ)熟 宇訓(貴 方→ あなた 明後 日→ あ さって)
この種 の仮名書 きについては,更 に次の よ うなものにまで適用 されるのが
一 般であ る。
(1)接 頭語 ・接尾語(お … …ども …た ち … ら ・・rげ
一ぶ る)
(2)軽 い用言(あ る ない い る おる す る な る
で きる)
(3)形 式名詞(こ と とき ところ もの くらい わ け)
(4)助 動詞 に準 じる語(て あげる てい く て くる てお く)
(5)助 詞に準 じる語(を あげて について とともに ごとに
をもって)
これ らを含 め,全 体 に仮名 を多 くす る場合 には,軽 い意 味の語,目 常語,
訓読語,代 名詞,副 詞 などで,積 極的 に仮名書 きにす るこ とが行 われ た。
しか し,逆 に,固 有名詞,・専門用語,難 しい漢語,慣 用 の強 い ものな どに
ついては,表 外漢字 の使用 もやむ をえなかったのである。
2-2現 代かなづかい(昭21・1L16,内閣訓令 ・告示)
次 に 「現代か なづか い」 であるが,こ れ は,昭21・9・12の 国語審 議会
答 申に基づ くもの であ り・現代表記 に用 いる仮名遣 いの準則 を示 した もの
である。 この場合,現 代仮名遣いに対 し,1目来の仮名遣 い を歴 史的仮名遣
い とい う。 また,現 代仮名遣 いを新仮名遣 いまたは新仮名 とい う場合,歴
史的仮名遣 いを旧仮名遣 いまたは旧仮 名 とい う。 「現 代 かなづかい」 の趣
旨は,漢 字 で書 き表 され ていた語 を仮名書 きにす る揚合 に,簡 易な仮 名遣
いを用 いよ うと した ものである。「当用 漢 字 表 」の適用に よって仮 名書 き
になる部分 に歴史的仮名遣 いを用レ・たのでは,い かに も繁雑 で あ り,漢 宇
制 限の効果 が挙 が らない とされ たか らである。
ところで,「現代 かなづかい」の内容 であるが,そ れはすべての仮名 をそ
の固有 の音価 に従 って用 いる発 音 式 仮 名遣 いではないのであ る。そ こに
は,次 のよ うな扱 いが見 られ るか らである。
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(1)助 詞 の 「は」 「へ」「を」 を例外 とす る。(わた くしは 秋 ま
え きへ 駅へ おか しを お菓子を)
(2)お 列 の長音 に 「う」「お」 を書 き分 ける。(お うらい 往来
お うぎ 扇 おおや け 公 とお る 通る)
(3)え 列 の長音 に 「い」 「え」 を書 き分 ける。(け い えい 経営
めいれ い 命令 ね えさん 姉さん ええ 応答)
(4)「 じ」「ず」 と 「ぢ≧ 「づ」 を使 い分 ける。(じ ぞ く 持続
あ じ 昧 ず が 図画 みず 水 はなぢ 鼻血 ちぢむ 縮む
み かづき 三日月 つづみ 鼓)
(5)動 詞 の 「い う 言う」 と 「ゆ う結う」 を書 き分 ける。(い う 言う
こ うい う … とい う)
その 「まえがき」 に 「大体,現 代 語音 に もとづ く」と説明 され てい るの も,
このためであるD
これ らの うち,特 に紛 らわ しいのが,助 詞 「は」 の適用範 囲,お 列長音
「う ・お」 の書 き分 け,濁 音 「じ ・ぢ」「ず ・づ」の使 い分 け,な どである。
この うち,助 詞 の 「は」 については 「あるいは」「もしくは」にまで及ぶの
であ り,こ の ことを含 めて全 体の説 明 をま とめ直 したのが,昭23・3,文部
省 「現 代かなづかいの要領」 である。 また,お 列長音 の 「う ・お」の書 き
分 けについては,2音 節 の融合 として発音 され る感 じのあ るもの と,個 々
に発音 され るもの との区別 とされている。 「じ ・ぢ」 「ず ・づ」 の使い分け
については,1語の構成 意識 を仮 名遣 いの上 に表 したもの とされ ている、 こ
れ らについて説明 したのが,昭3L7・5,国 語審議会報告r正 書法につい
て」であ る。そ こには,「一 目じゅ う」 「きず な 絆」「こぢんま り」「たづな
手綱」な ど.紛らわ しい語の例示 も行 われ ているのである。3}
しか し,実 際問題 として,一 般 の漢字仮名交 じ り文 では,漢 字で書 かれ
る部分 について仮 名遣 いが問 題 にな らないわ けで ある。 そのため,「現 代
3)r正 書 法 に つ い て」 にお い て は,r厳 密 な 意 味 で の正 書 法 」 がr漢 宇 ・か な の
表 記 で あ る か ぎ り,一 定す る こ とが きわ め て困 難 な こ と」 も指摘 され て い る。
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かなづ かい」適用上 のゆれは,「当用漢字表」 の場合 と異 な り,余 り目立 た
ない とい うのが実 情である。
なお,「現代 かなづ かい」 は,そ の 「まえが き」 にも書 かれ ているとお
り,主 として現代 文の うち口語体の ものに適用 す る。 したがって,文 語体
の詩歌 などには適用 されないのである。 また,こ れ も 「まえがき」 に書 か
れ てい ることで あるが,原 文 の仮名遣 い による必要 の あるもの,ま たは こ
れ を変更 しがたい ものは除 かれ る。 この ことは,現 代表 記一般 について言
えるわけであるが,要 す るに,引 用文 な どは本来 の表記 を尊重 する とい う
ことで ある。
3漢 字の音訓 と字体
さきの 「当用漢字表」 の発 表 に当たっては,そ の 音 訓 と宇体 につい て
「調査 中」 であ る旨が付記 され ていた。 これ をまとめたのが,「当用漢字音
訓表」 と 「当用漢字字体表 」で ある。
31当 用漢字音訓表(昭23.2.i6,内閣訓令 ・告示)
まず,「 当用漢字音訓表」 か ら取 り上 げることにす る。 これは,昭22・
9・29の国語審議会答 申に基づ くもので,表 内漢字1850字のそれぞれにつ
き,そ の使用 す る音訓 を掲 げたもの である、 この場合,こ こに掲 げ られ た
音訓 につ いては,,これ を表 内音訓 といい,こ こに掲げ られ なか った音 訓に
ついては,こ れ を表外音訓 とい う。 「当用 漢字音訓 表」 の趣 旨は,現 代語
を漢字仮名交 じ り文 で書 き表す揚合 に使用 す る表内漢字の音訓 を,表 内音
訓 に制 限 しよ うとした もので ある。
ところで,「当用 漢 字 音 訓 表Jに 掲 げ られ た音訓 は,音 が2006,訓が
i116,計3122である。 しか し,表 内音訓 がこの3122に限 られる と考 え
てはな らないのである・それ は・その 「使用上 の注意事項 」に示 され てい
るように,次 のよ うな揚合 も,表 内音訓 と認 め られ るか 与である。
(1)自 動詞 または他動詞の一方 の訓 が掲 げてある蝪合 の他方 の訓
(滅 ほろびる→ ほろぽす 加 くわ える→ くわわ る)
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(2)形 容詞 ・形容動詞 ・動詞の中の一つの訓 が掲げてある揚合 のその
他 の訓(怪 あや しい→ あや しむ 僧 に くむ→ に くらしい
確 た しか一ンたしか める 晴 はれ る→ はれや か 清・きよい
→ きよらか ・きよめる)
・(3)動 詞の訓が掲げ てあ る場合 の名 詞 化 し た訓 〔光 ひか る→ ひか り
祭 まつる→ まつ9)
ただ し,「氷 こお り」のよ うに,名 詞 の訓 のみが掲 げてあるもの
は,動 詞 には使わ ない。
(4)熟 合 して音韻変化 を起 こした訓(木 き→木 立 こだち 雨 あめ
→雨戸 あまど ・春雨 はるさめ 何 なに→何時 なん どき)
(5)熟 合 して音韻変化 を起 こした音(合 ゴ ウ→合併 ガ ッペイ
皇 オ ウ→天 皇 テ ンノウ 寸 ス ン→三寸 サ ンズ ン
発 ハ ツ→出発 シュッパ ツ 夫7→ 夫婦 フクフ)
これに よ り,表 内音 訓 として用 いることのできる音訓 の種類 につい ては,
3122をは るかに上回 る数 にな るのである。
しか し,実 際問題 としては,こ の種 の応用音訓 をどの範囲 まで表内音訓
とす るか につ いての解釈 に,異 同が生 じる ことに もな った¢)である。例 え
ば,訓 の場合 に 「陰 かげ→ かげる」 「危 あや しい→ あやぶむ」丁二 ふ た
つ→二 日 ふ つか」 「伝 つたえる→手伝 てつだ うJが 表 内訓 であるかど う
かが問題 であった。音 の場合に 「格 カ ク→格子 コウシ」 「文 モ ン→文字
モジ」「景 ケイ→景色 ケ シキ」「合 ゴ ウ→雪合戦 ゆ きガ ッセ ン」 な ども
問題 であ った。 こうい う点が,国 語辞書 や表記辞典での表内音訓 ・表外音
訓の指示 に,ゆ れ の生 じる原因 とな った ので ある。
r当用漢宇音訓表」 の適用 に見 られ るも う一 つ のゆれは・表 外 訓 の処 置
1こついてのゆれ で ある.そ れ は音訓の選定 に当たって異字同訓 を 「つ とめ目
て整理 した」 ことに よるものである。そ の場合 に どのよ うな書 き換 えを行
うか,仮 名書 きとす るかについて もゆれ が見 られ た。 「副」 に 「そ う」 を
掲げなか ったために 「添 う」 とす るカ)「沿 う」 とするか,[街 」に 「まち」
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を掲 げなか ったために 「町」 とするか 「まち」 とす るか,な どのゆれ がこ
れ である。
3二2当 用漢字字体表(昭24.4,28,内閣訓令 ・告示)
次 に 「当用漢字字体表」 を取 り上げ ることにする。 これは昭23.6.1の
国語審議会答 申に基づ くもので,表 内漢字1850字のそれぞれ につ き,そ
の字体 の標準 を掲 げた もので ある。妊 この揚 合,こ こに掲 げ られた字体の
うち,旧 来 の字体 と異 なる もの を新字体 とい い,旧 来 の字体 を旧字体 とい
う。新 字体 の特色は,旧 字体 に比 し,そ の字画 が簡略化 されて いるとい う
ことである。 「当用漢 宇字体表 」 の趣 旨は,簡 略化 され た字体 を正式 な字
体 とす る とともに,筆 写の習慣 を大幅 に採 り入れ たもので ある。
ところで,字 体 とい うのは,偲 々の文字 を区別す るためのその文字本 来
の字画 あ り,そ れは抽 象的な ものである。そ の点で宇体その ままを視覚化
する ことは,む しろ困難 だ とも言える。 そのため,「 当用漢字宇体表」 で
は・漢 字字体 の元に なる形が,き わめて細 い線 を用い て示 されてい る・ し
たが って,こ れ を明朝体,ゴ シック体 などに適用す る揚合 には,そ れぞれ
の書体の持 つ共通様式 によ り変形 され るわけである。それ とともに,こ れ
を筆写の標 準 とす る際 にも,細 かい部分 につ いて 「必ず しも拘束 しない も
のが ある」 とされ ている。そ うして,そ のよ うな許容範囲 を示 したのが,
「使用上 の注意事項 」であ る。
この 「使用上 の注意事項」は,次 の6項 目に 分 類 され ている。 それ は
(1)長短,(2)方向,(3)曲直,(4)付けるか離す か,'(5)止めるか払 うか,
はねるか,(6)その他,グ)6項 目である。一般 に,活 宇体 と筆写体 との間
に見 られる次 のよ うな異同 も,こ れに基 づ くものである。
人一 人 入一一入 北一 北 均一 均 七一七 子一子
手一 手 令一令 言一 言 辺一 辺 四一四 空一空
後者 がいわゆる教科書体 として,小 学校用の教科書 な どに用 い られてい る
4)現 行の平仮名および片仮名の字体については,古 く明治33・&2工文 部省令
「小学校令施行規則」の第1号 表に示されている。
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書体 である。そ うして,教育漢字881字(後述)につい てこれ を定 めたのが,
昭33.8.21,文部省通達 「小学校用教科書に使 用 され る教科書体活字 の字
体について」である。 また,こ れ らの筆順 を定 めたのが,昭33・3・31,文部
省 「筆順 指導 の手 びき」 である。 なお,教 育漢字以外の表内漢宇 の字体や
筆順 について も,こ れ を類推適用す るのが一般 で ある評
問題 は,表 外漢字 の揚合 にどのよ うな字体 を用いるか とい うことで ある
が,こ れについて,「 当用漢字字体表」 としては,全 く触れ ていない ので
ある。そのため,表 内漢字 「辺 ・近 ・返」 の しんに ゅうは点一つ,表 外漢
字 「辻 ・壷 ・逢」 の、点は二つ とい うように,使 い分 けなけれ ばならないの
で拳る。 しか し,実 際問題 として,こ のよ うな使 い分 けが余 りに も繁雑 で
ある'ため,筆 写 の揚合 には,当 用漢字字体表 に準 じた字体 が用い られてい
る。 新 聞 な どでは,活 字 として もこの ような字体 が用 い られている。 「公
用文作成 の要領」 で も,地 名の書 き表 し方 について,「 当用漢字表以外 の
漠字 につ いて も,当 用漢 字字体表 の字体 に準 じた宇体 を用 いてもよい」 と
なってい る。 しか し,ど の程度 までが当用漢字字体表 に準 じた字体 である
かについ ては,い ろいろのゆれの見 られ るのが実情 である。
なお,「当用漢字宇体表」 以後において内閣訓令 ・告示 となった 「人名
用漢字別 表」(後述)に掲 げ られ た表外漢字92字 は,'当用漢字宇体表 に準
じた字体 で示 されている。「当 用 漢 字 表」その ものの補 正 を目ざして審議
した ものに国語 審議会報告 「当用漢字表補正資料」(後述)が あるが,そ こ
に掲 げ られた 「加 える字」28字の字体 にも,同 じ行 き方が見 られるのであ
る。そ うして,い わゆる新宇体 としては,こ れ らを含 めてい うのが一般 で
ある。 ただし,こ こで注意 しなければな らない ものに 「龍 ・竜」「燈 ・灯」
がある。 「龍」目は 「人名用漢字別表」 の字体 で,「竜Jは 「当用漢宇表補 正
資料」 の字体 である。 また,「燈」 は 「当用漢字字体表」 の字体で,「灯」





現 代表現 に関する漢字表 としては,「 当用漢字表」 以 後 に も幾 づかの漢
字 表 が発表 され ている。それ らの うちの主 な ものに,r当 用漢字別 表」「人
名用漢 字別表」 「当用漢字表補正資料」の三つ がある。
4-1当 用漢字別表(昭23・2・16,内閣訓令 ・告示〉
まず,「当用漢宇別表」 か ら取 り上 げるこ とにす る。 これは昭22・9・29
の国語審議会答 申に基づ くもので,表 内漢字1850字の うちか ら,特 に881
字 を選 び出 したものである。 この881字については 「義務教育 の期問 に読
み書 きともにできるよ うに指導す る」 ことが指示 され ているため,こ れ を
教育漢字 とい う。 これに よって表 内漢字 が,教 育漢字 と,教 育漢字以外 と
に分 け られ るこ とになったのである。
教育漢宇 につ いては,小 学校6年 間に読 み書 き ともに指導す る漢 字 とし
て,「小学校学 習指導要領」 に取 り上 げ られてい る。 それぞれの学 年 で指
導す る漢字 については,昭33・10・1以 降 「学年 別漢字配 当表」 の形 で掲
げ られ ているが,そ れは,次 のよ うになっているσ
1年.,、46字・2年,..105字3年..』187宇
4年,..205宇5年..』194字6年_.144宇
これ によ り,小 学校 の国語教科書 に提出 され る漢 字 の字種 が段階 づけ られ
る とともに,国 語 を除 く他 の教科で の漢 字 の使用 も,こ の範囲 に限 られ た
の である。 ただ し,こ の場合 の音訓 につ いては,当 用漢字音訓表 その もの
が適用 され たため,教 育漢字 は,表 内音訓 に よって用 い るわけである。 な
お,字 体 について 「教科書体活宇 の字体」 が定 め られ,筆 順 につ いて 「筆
順 指導 の手びき」 があるこ と,前 に述 べ たとお りである。
ところで,こ の うちの 「学 年 別 漢 字 配 当表」 であるが,こ れ につ い て
は,昭43、7,11に 改定 され ている。その趣 旨は,読 み書 き同時 に教 え る
行 き方 を改 め,読 み先習 を採 り入れ たもので ある。す なわち,各 学年 に配
当 され た漢字の うち,1学 年 ずつ繰 り上 げて読 む ことだけ を指導す る漢字
が選 び出 され,*じ る しが付 けられ た。その結果,各 学年 で指導す る漢字
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の字種 は,次 のよ うに追加 されたので ある、
1年..,+30宇2年 …+70字3年_.+78字
4年.・・+68字5年 …+69字6年 一 ・÷115字
新たに第6学 年 で読み を先 習 させ る漢宇1篶 宇 は,教 育漢字以外 の表 内漢
字か ら選 ぱれ ている。 これ を備考漢字 とい うのは,「学年別漢字配 当表 」の
最後 に 「備考」 として掲 げられ ているか らであ る。 これを含 め,小 学校 で
指導する漢字 の字種 は9%字 となったが,こ の ことは文部省告示 による改
定で あ り,内 閣告示 「当用漢字別表」そ のものの改定 ではないのであ る。
4-2人 名用漢字別表(昭26・5・25,内閣訓令'・告示)
次に,「人名用漢字別 表」で あるが,こ れは昭26.5.14の国語審議 会建
議贈二基づ くもので あり,表 外漢宇 の中か ら 「入名 に用いて さしつか えな
い漢字」 として選 び出 され た92字 の表であ る。この92字 については,「入
名用漢字別表」に掲 げ られ ているため,入 名漢字 とい う。 しか し,こ の こ
とは,人 名 に用い る漢 字 が この92字 に限 られ る とい うことではないの で
ある。 このこ とについて述べ る と,次 のよ うになる。
まず,昭23.1.1施行 の戸籍法 であるが,そ こには 「子の名には,常 用
平易 な文宇 を用いなければな らない」 となってお 弘 そ の範囲が戸籍法施.
行規則 で表内漢字 と片仮名 ・平仮 名(変体仮名 を除 く〉と定 められ た。 これ
につ いては,そ の後 に告示 とな った 「当用漢字音訓表」「当用漢字宇体表」
は適用 され なか った。 しか し,当 用漠字表 その ものは,人 名 につ いて余 り
考慮 を払 わなか った漢字表 である。そ こで,人 名 に関す る社会慣習や特殊
事情 が問題 にな り,そ の点 か ら追加 され たのが人名漢字92字 である。 同
時に戸籍法施行規則 も改正 され,表 内漢字 ・人名漢字 ・片仮名 ・平仮名 と
い うことになったので ある。
ところで,以 上の経緯 か らも明 らかな ように,戸 籍法施行規則は・新 た
6)国 語審議会の 「人名漢字に関する建議」には,特 に 「人名漢字に関する声明
書」も付けられている,また,これが 「答申」でな く 「建議」となったのは,国語審
議会が昭24・7.5に,従来の諮問機関から建議機関へと改組されていたからである,
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に戸籍 に記載す る人名 について,そ の使 用す る文字の範囲 を定 め たもので
ある。 したが って,そ れ は,匿 に戸 籍に記載 されてい る人名 を拘束 す る も
の ではない。 また,戸 籍 に記載 され ない芸名や筆名に用 いる字 種 を拘束す
るもので もない。 いわ ゆる人名の中に上記以外 の文字 が見 られ るの も,や
む をえないので ある。
また,人 名漢字 につい ては,当 用漢字字体表 に準 じた宇体 を用 いて いる
・こと,前 に述べ た とお りである。 しか し,人 名に用 いる揚合 に新字体,そ
の飽 に用い る場 合 に1日字 体 とい うので は,余 りに も繁雑 になる。 そのた
め,表 外字の うち入名漢字 については,人 名用漢字別表に掲げ られ た字体
を用い るのが一般 である。 また,「公用 文作成 の要領」 では,人 名一 般 に
ついて 「さしつかえのない限 り,当用漢字 字体 表の宇体 を用 いる」 となっ
ている。 しか し,人 名 に用 いる漢字 の宇画 には,感 情的な問顯 もか らみ,
姓名判断 による吉凶 も関連 している。そ のため,旧 字体や特別 の字体 も引
き続 き行 われ ていること,周 知の とお りである。
4-3当 用漢字表補正資料(昭29.7、15,国語審議会報告)
最後 に・ 「当用漢字表補正資料」で あるが,こ れは,目国語審議会報 告で
あ り,内 閣訓令 ・告示 とはな らなかった ものである.し か し,こ れ には新
聞方面 の意見が大幅に取 り入 れ られてお り,実 践 を重ね ることも期待 され
てい る。その ため,新 聞方面では,こ の補正資料 によって当用 漢字表 その
もの を補 正 しているわけである。
ところで,そ の内容 であるが,当 用漢 字表(音訓表 ・字体表 を含む)か ら
削 る字 として28字,そ れに加 える字 と して同 じく28宇,音 訓 を加 え る掌
として1宇,字 体 を改 め音訓 を加 える宇 として1字,を 掲げ たもので ある。
これ らの うち,当 用漢字表 に加える28字 については,こ れ を補正漢字 と
い う。補正漢字 が当用漢字字体表 に準 じた字体 を用 いているこ と,前 に述
べ た とお りである。 また,「人名用漢 字別 表」 の 「龍」 が 「竜 」 とな って
いること,「当用 漢字字体表」 の 「燈 」が 「灯」に改め られ ているこ と,な
ども,前 に述 べ たとお りである。
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また,補 正資料の適 用においで問題 となるのは,当 用 漢 字 表 か ら削 る
28字の処置 である。 これ につ いては,表 外漢字 の扱 い となるため,書 き換
え,交 ぜ書 き,仮 名書 き,言 い換 えが適用 され ること,当 用漢字表使用の
揚合 と同 じである。 この うち書 き換 えには,次 のよ うなものがある。
箇→個 遵→順 脹→張 煩→繁 附→付 濫→乱 錬 →練
これ らは,補 正資料 を用 いる揚合 の書 き換 えであるが,補 正資料 を用いな
い揚合 に も行 われるよ うになった書 き換 えである。
しか し,前 に も述べ た とお り,「当用漢字表補正資料 」は,当 用漢宇表の
内容 を変更 した ものではないのである。 したが って,法 令お よび教育の上
での取 り扱 いが,変 更 され たわ けではないので ある。 す なわち,「戸 籍 法
施行規則」 において補正漢字 が追 加 され たわけで もな く,「教科書検定基
準」 において も,補 正漢字 は表外漢字扱 いである、そ うして,こ うい う点
を明 らかに しているのが,昭29・3・20,文部省通知 「当用漢字表の補 正資
料について」 である。 これ によって,新 聞 と教 科書 との間に漢字使用上 の
差異 が見 られるに至 ったのも,や むをえないわ けで ある。
5仮 名の関係について
以上 は・ 「当用 漢字表」 以後について・特 に漢 字の関係か ら見 た経緯 で
ある。 これに対 し,「現代かなづかい」 以後 について,仮 名の関係での経
緯 も取 り上 げなけれ ばな らない。 この点 で重 要 なのが・「外 来 語 の 表 記」
「地名の呼ぴ方 と書 き方」「送 りが なのつ け方」の三つで ある。
」一1外 来語の 表記(昭29.3,15,国語審議会報告)
まず,「外来語 の表記 」 であるが,こ れ も国語審議会報告 であ り,内 閣
訓令 ・告示 とはな らなかったものである。 しか し,外 来語の仮名遣 いにつ
いては,内 閣訓令 ・告示 がないた めに,そ れに準 じる もの として広 く行 わ




る。 その点 で,「現代 かなづ かい」 が平 仮 名 の仮名遣いで あるのに対 し,
「外来語 の表記」は片 仮 名 の仮 名遣 い を定 めた もの とも言 えるの である。
しか し,外 来語 の仮名遣 いに関 しては,特 に新仮名遣 い,旧 仮名遣 い とい
う名称 は,用 い られ ないよ うである。
ところで,そ の内容 であるが,そ こには,同 じ原音 に対 し,二 つり書 き
方 を当て る揚合 が数多 く見 られ るのである。例 えば,次 のよ うな揚合 が こ
.れで ある。
原則12原 音 にお ける 「シニ」 「ジェ」 の音 は,な るべ く 「セ」「ゼ」
と書 く,た だ し,原 音の意識がなお残 ってい るものは,「シ ェ」
「ジェ」 と書 いて もよい.
これ によ り・「セパー ド(shepherd)・シ ェー ド(shade)」「ぜ リー(jelly〉・
ジェッ トェ ンジ ン(letengino)」のよ うな差異 が現 れるのである。 この こ
とは,そ の 「まえがき」 に も書 かれている とお り,外 国語 が 目本語 に取 り
入 れ られる際 の段階 とも関連 している。 その うち,「すで に国 語 として熟
しているが,な お外来語 とい う感 じは残 ってい るもの」 と 「外国語 とい う
感 じをなお多分 にとどめてい るもの」 との違いが,上 記の よ うなただし書
きを必要 とす る理 由なので ある。
しか し,実 際問題 としては,そ のために外来語 の表記 には,現 代仮 名遣
い以上 のゆれが見 られるのである。 また,「外 来 語 の表記Jが 内閣訓令 ・
告示 とい う規範力 を持 っていないために,こ れ によ らない表記 も見 られ る
のである。 「レポ ー ト・リポー ト」や 「ぜスチ ュア ・'ジェスチ ャー」 な ど
の ゆれが これである。 ただ し,い ずれの場合 に も,「外来語 の表記」 に付
け られ た 「外来語 を書 くときに用いるかな と符号 の表」 にも見 られ る とお
り,「ヰ ・ヱ ・ヲ ・ヂ ・ヅ」 は用 いないのである。 したがって,こ の点 で
現代表記 にお ける外来語の表記 は,旧 表記の揚合 と明 らかに異 な ってい る目
わけである。
5-2地 名の呼び方 と書 き方(昭33.12,文 部省)
これ も,内 閣訓令 ・告示 ではないが,こ のほ うは文部省 が社会科学習指
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導の手 び きとして まと.めたものである。aし か し,教 科書 の地名が これに
ょる こととなっ たため,新 聞な ども,こ れに従 うりが一般 である。
ところで,そ の内容 であるが,こ こで問題 になるのが,「一般外国 の地名`
の書 き方 で ある。それは・外国 の地 名 も片仮 名で書 かれ るため・「外来 語 の
表記 」 とともに,片 仮 名の仮名遣 いを定 めた もの と言 えるわけであるが,
両者 の間に異 同が見 られるか らである。一般語 としてのrハ ィ ゥェー」 の
「エ■ が大 きいのに対 し,地 名 としての 「ミッ ドウェー」の 「エ」が小 さい
などが これであ る。また,地 名の場 合には,[v]に対 してすぺて,.「バ ・ビ ・
ブ ・べ ・ボ」'を用いているが,一般 語 の場合 には,た だし書 き で 「ヴァ ・
ヴィ ・ヴ ・ヴェ ・ヴォ」.を認 めている。 逆 に地 名 の場 合には,lf]に対 し
てすべて 「ファ ・フィ ・フ ・フェ ・フオ」 を用 いているが,一 般語 の場合
にはンこれ がただ し書 きであ 動 原則 は 「ハ ・ヒ ・フ ・へ ・ホ」である。
つ ま 窮 片仮名 の仮名遣い としては,「外来語 の表記」 と 「地名の呼 び
方 と書 き方」 σ)2本建てにな っているのである。 なお,入 名 については,
地名 のほ うを適用す るのが一般 で ある。駐)
5-3送 リがなのつけ方(昭34・7・11,内閣訓令 ・告示)
二こで観点 を変 え,「送 りがなのつ け方」 を取 り上 げるこ とにする。 こ
のほ うは昭33,玉1,18の国語審議会建議 に基づ くもので あ窮 現代表記 に
用いる送 り仮名 の付 け方 のよ りどころ を示 した も哩)である。 この揚合,こ
の 「送 りがなのつけ方」 に示 され た送 り仮 名 を新 送 り仮 名 とい うの に対
し,旧 来 の送 り仮名 を旧送 り仮名 という。新 送 り仮名は,当 然 の ことなが
ら,表 内漢字 を表 内音訓 で用 いる場 合の送 多仮名で ある。
ところで,新 送 り仮名 の基本方針で あるが,そ れ は,「まえがき」 に書
かれてい る次の3か 条 である。
(1)活 用語 お よびこれ を含む語は,そ の活用語尾 を送 る。
8)た だし,中国に関 しては,昭24,7.30,国語審議会建議 「中国地名 ・人名の
婁き方の表」がある。
9)昭2L3文 部省国語調査室でまとめたものは 「外 国の地名 ・人名の書 き方
(案)」となってお り,地名と人名に同じ仮名遣いが適、嘱されている。
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(2)な るべ く誤読 ・難 読のおそれ のないよ うにす る。
(3〉 慣用 が固定 してい ると認 め られ る ものは,そ れ に従 う。
そ うして,結 果的 には,旧 送 り・仮名 に比 し,送 り仮 名の多い形 が採用 され
'て いるわけである。
それは,'方針 の(1)によ り,活 用 しない部分 に他 の活用語 を含 む揚合 に,
原則 として漢宇 の受 け持つ読み の部分 を固定 したか らである。 これに よ っ
て送 られるのが 「浮 く ・浮かぶ」「終 える ・終わ る」「聞 く ・聞 こえる」 な
どの形 である。また,方 針 の(2)により,活 用 語尾 の前 の音節 を特 に送 る
ひよう あう い おこ
揚 合 が設 け られ たが,「表 わす(表す ・表 わす)」「行 な う(行って ・行 な っ
た こと
て)」「断わ る(断って ・断わ って)」な どが これで ある。 もう一 つ,複 合語
の場 合で あるが,複 合語 を書 き表す漢字 のそれぞれの送 り仮名 によって送
ることが原則 となっている。 そのために用 い られうのが 「申 し込み」 「取
り締 ま9」 「向かい合 わせ」なゼの形 である。
ただ し,慣 用 が固定 してい ると認 め られる 「場合 」 「役割」 「受付 」 や
「繰越金」 「申込書」 な どは,r送り仮名 を付 けない とな っている。 また,動
詞の揚合 もその名詞形 につ いては 「向い」 「聞え」 「行 い」 「断 り」 のよ う
に省 い てもよい とあ り,複 合語 の場 合 も 「申込 み」 「取締 り」 「向 い合せ」
の よ うに送 り仮名 を省 いてもよいとな ってい る。そ こで,こ れ ら送 り仮 名
の少ない形 を積極 的に採用 したのが,昭34・12・4,内閣法制局通知 「法令 用
語 の送 りが なのつけ方」 である。そ のため,こ れ ら送 り仮名 の少 ない形 を
用い ない一般 の公用文 との間に,送 り仮名の多少 による異同が生 じる こと
に もなったのであるq
また,こ の種の送 り仮名 の少 ない形 をどの よ うに取 り入 れるかについ て
は,新 聞方 面で も幾つか の方式が行 われたのである。そ こに 「引 き上 げる ・
引 き上 げ(読売)」「引き上 げる ・引上 げ(毎目)」「引上げる ・引上 げ(朝 日)」
のよ うな異同が見 られたの もこのた めで ある。ゆ なお,教 科書 の扱 いで あ
10)ただし,日本新聞協会 「新聞用語集」 には,送 り仮名の多い形,「引き上げ
る ・引き上げ」が採用されていた。
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るが,教 科書検定基準には新送 り仮名が取 り上げられるに至らなかったの
である。
6国 語政策 の再検討
.現代 表 記 については,以 上 の ように整 え られ てきたわ けで ある、 しか
し,現 代表記 もやがて20年 を迎 えるに及 び,実 施 の経緯か ら検討 を要す
る問題 があると考 えられるに至 った。そ うして・積極的 に再検討 を加 え,
その改善 を図 る方向が打 ち出 された、 これが,昭41・6・13に行われ た文
部大臣の・国語審議 会に対す る諮問 「国語施策 の改 善 の具体策 につ いてJ
である。ID









字(改定)音訓表 」 と 「(改定)送 り仮 名の付 け方」 である。
6-1当 用漢字 〔改定)音訓表(昭48,6。18,内閣訓令 ・告示)
まず,「当用漢字(改定)音訓表」 であるが,こ れは,昭47,6,28の国語
審議会答 申に基づ くものである。12》その 内容 ぽ,「当用漢 字音訓表」 に新
たに357の音訓 を加 える とともに,付 表 として熟 字訓 な ど106語の音訓 を













られ た音訓 を新音訓 とい う。 しか し,音 訓表 と・しては新音訓表 に切 り替 え
られ たのであるか ら,昭48、6.18以降において当用 漢字音訓 表 とい えば,
それ は新 音訓表の ことで ある。また,表 内音訓,表 外音訓 とい うのも,新
音訓表 についてい うわけである。
ところで,新 音訓 表 を適用 した場合 に生 じる異同 は,ま ず 「か らだ 〔体)』
「はいる(入)」な ど表 外 訓 のために仮名書 きにな っていた語で 新 たに表 内
訓 とな った ものが,本 来 の漢字表記 「体 」「入 る」に戻 ったこ とである。そ
れ とともに,「町(街)」「遅 れ る(後)」な ど表外訓 のために同訓 の他 の漢 字
に書 き換 え られ ていた もので表内訓 とな った もの も,本来 の漢字表記 「街」
「後れ る」 に戻 ることにな った、そ の点 では異字 同訓 の慎 い分 けがそれ だ
け複雑 になるため,参 考資料 として 「異字同訓 の漢字 の用法」 がま とめ ら
れている。 また・表外音 のため無理 に読み替 え られ ていた 「凡例」「情 緒」
の 「ぼんれ い」 「じょうしょ」 も,本 来 の読み 「はんれ い」 「じょうちょ」
に戻 るこ とになった。 表 外 音 のために仮名書 きの行 われ てい た 「おか ん」
「く り」 も 「悪寒」「庫裏」 に戻 り,表 外音 の まま特 に漢字書 きの行 われ て
いた 「祝儀(し ゅうぎ)」「夏至(げし)」も,表 内音 としての漢 字書 きに な
ったので ある。
なお・新音訓表 では,例 欄 を設けて用例 を示 し,備 考欄 も設 け られ てい
る。そ うして,例 欄 に掲 げ られた 「茂み(しげみ)」「基 づ く(もとづ く)」,備
考欄 に掲 げ られた 「文字(も じ)」「合点(が てん)」な ども表 内音訓 である。
また,備 考欄 には 「田舎(い なか)」「為 替(か わせ)」「波止揚(は とば)」な
ど,熟 字訓 ・当て字 な どの音訓 も掲 げ られ ているが,こ れ を五十音順 に ま
・とめたのが付表 であ り,こ れ も表 内音訓 である。その うえ新音訓表 では,
現代表記 の性格やその適用範囲まで改 め られ ている。す なわち,そ の 「前
書 き」 におい て従来の 「制 限」とい う考え方 を 「目安 」に改め るとともに,
「科 学 ・技 術 ・芸術 その他 の各種専 門分野や個 鳶人 の表記 にまで及ぼそ う
とす るものではない」 としたか らである。 このこ とは,個 々の語への適用
に当 たって,表 記 のゆれ をそれ だけ大 き くしたわ けである。
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6-2(改定)送 り仮名の付 け方(昭48・6・18,内閣訓令 ・告示).
次 に,「(改定)送 り仮名 の付 け方」で あるが,こ れ も,昭47、6.28,国語
審議会答 申に基づ くものである。 その内 容 は,「送 りがなのつ け方」㊨通
則1～26を 大 きく1～7に ま とめ直す とともに,新 たに大幅 な許容 を設 け
たものである。 ζの揚 合,こ の送 り仮名 もまた新送 り仮名 とい うが,実 際
にはこれ に切 り替 え られ たのであるか らシ 昭48.6.18以降 にお いて新送
り仮 名 といえば,そ れ は 「送 り仮名 の付 け方」 のほ うで ある.13L
ところで,新 送 り仮名 の特色 であるが,そ の一 つは,本 則 ・例外 の他 に,
許容 を設 けたことで ある。許容 とい うのは,そ のr前 書 き」 に もある とお
弘 「本 則 に よる形 とともに,慣 用 として行われ ている と認 め られ るもの
であ って,本 則以外 に,こ れ に よってよい もの」で ある。 この許容の中に
は 「表す ・表 わすJ「 行 う ・行 な う」 など送 り仮 名の多 くなる もの もあ る
が,そ の大部分 は,送 り仮名 の少 な くなる形で ある。 これ によ り,単 独 の
語の揚合,名 詞 としての 「聞 こえ ・聞 え」だ けで な く,動 詞 としての 「聞
こえる ・聞え る」 も可能 にな り,「届け ・届」 「祭 り ・祭 」 も可能になって
いる。 また,複 合語 の揚合 にも,名 詞 としての 「申 し込み ・申込み」r向
かい合 わせ ・向い合せ」 だけでな く,動 詞 としての 「申 し込 む ・申込 む」,
「向かい合 わせ る ・向 い合せ るJも 可 能 になP ,「聞 き苦 しい ・聞苦 しい」
「待 ち遠 しい ・待遠 しい」 な どに も及 んでい る。 しか し,こ のよ うな許 容
を設 けた とい うことは,個 々の語 の表記 のゆれ を,そ れ だけ大 き くする こ
とに もな ったのである。
この揚合,教 科書 は本則 と例外 によるこ ととな り,許 容 については中学
校 ・高等学校 にお いて許容等 のある ことを説明す る程度 と指示 された。 ま
た,新 聞 関係 も本則 と例外 による こととなった。 これ に対 し,法 令 は 「明
13)標題の表記が 「送 りがなのつけ方」から「送 り仮名の付け方」に改められた
のは,「当用漢字(改定〉'音訓表」の付表に 「仮名(かな)」が掲げられたことと,表内
音訓でありなが ら仮名書きになっていた 「付(つける)」などを,積 極的に漢宇書き
に改めたからである。 したがって,同 じく新送9仮 名といっても,正 しくは,前 者
が 「新送 りがな」,後者が 「新送P仮 名」である。
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渡 し」「預 り金」 な ど活 用 のない複 合語 の名詞 で許容 を大幅 に採用す る と
ともに,「積荷」 「取 引」 「払込金」 「不渡手形」 など慣用 の固定 してい る範
囲 を大幅 に拡大 した。 これ らをまとめたのが,昭48,10・3,内閣法制局通
知 「法令 にお ける当用漢字 の音訓使用及 び送 り仮名 の付 け方 について」 で
ある。 また・ これに基 づいて公用文 と法令 にお ける表記 の統一 を図 ったの
が,昭48・10・9,内閣通知 「『公用 文 における当用漢 字の音訓 使用 及び送
り仮名 の付 け方について』 の具 体 的 な取扱い方針について」 である。 な
お,こ の新送 り仮名 が,そ の 「前書 き」 において,「科学 ・技術 ・芸術 そ
の他 の各種専門分野 や個 々人 の表 記 にまで及 ぽそ うとす る ものではない」
としてい ること,新 音訓表 の揚合 と同 じで ある。
7結 語
現代表記30年 の経緯 につ いて,こ れ を年表的 に掲 げる とすれ ば,70以
上 の項 目になる。 しか し・そ の経緯 を重 点的 に取 り上 げれ ば・以上 の よう
にな る。ゆ そ うして,こ うい う取 り上 げ方 で も明 らかなこ とは,現 代表記
が少 しずつ整 え られ てきた とい うことである。それ とともに,同 じ時期 に
おいて も,個 々の語 への適用 に関 し,表 記のゆれ が見 られ た とい う・こ とで
ある。 しか も,そ れぞれの時期 にお いてそれぞれの方式 で書 かれた もの,
印刷 され たものが,そ のままの形で残 る ことになる。 この ことが,ま た,
現 代表記の実情 を一層多様 に してい るわけである。エ5)
また,再 検討期 に入 った現代表記 については,音 訓,送 り仮 名 に続 き,
更に字種,字 体 の検討 が進 め られている。や がて,新 しい当用漢字表 が発
14)本 文 で触 れ なか った もの に,昭29.12.9,内閣訓 令 ・告 示 「・一 マ字 の つ づ
り方 」 が あ る。 これ は,昭28・3・12,国語 審 議 会 建 議 「・一 マ字 つ づ り方 の単 一 化
に つ い て 」 に基 づ くもの で あ る0
15)実 際 問 題 とし て は,語 形 そ り もの の ゆれ も問 題 で あ る。 これ に つい て ま と
め た の 魁 昭36.3.17,国語 審 議 会部 会報 告 「語 形 の 『ゆれ8に つ い て」 であ る。
そ れ は,「 漢字 表 記 の 『ゆれ 』」 と 「発 音 の 『ゆれ 』」 の2部 か ら成 り立 っ てい る。
な お,昭29・3・15,国語 審 議 会 報 告 「標 準 語 の た め に」 の 中 に も,語 音 ・語 法 ・用
語 に つ い て 取 り上 げ られ て い る。
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表され,字 体表の一部 も改定 される見通 しである。その後は,現代仮名遣
いの再検討に進むかもしれない。入名用漢宇別表の増補についても検討が
行われている。16)外来語の表記や句切9符 号 の用い方17穐問題である。.こ
















16〉人名用漢字別表の増補に関 しては,法 務省が中心 となって調査 を進 めてお
り,近 く成案がまとまる見通しである。
17)句切り符号については,昭21・12・9・内閣通達r公文 用語の手 ぴき」の一
部に 「くぎり符号の用い方」がある。
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